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1 まえがき
近年、60 GHz帯を利用した超高速近距離無線通信機能を民

生機器に実装するために、より安価な Si CMOSを用いた無線
通信回路が検討されている。無線通信回路のコンポーネントの
中でも電力増幅器は CMOSでの実現が最も困難であり、様々
な研究が行われてきた。60 GHz帯では MOSトランジスタの
寄生容量の影響によって電力利得が低下してしまうが、キャパ
シティブクロスカップルを用いることでゲート-ドレイン間の
寄生容量を打ち消し、利得を向上できることが知られている
[1]。本研究では低損失な伝送線路を用いた整合回路とキャパ
シタクロスカップルを併用した電力増幅器の試作を行った。

2 回路構成
図 1に 3段差動電力増幅器の回路図を示す。電力増幅器の

1段目と 2段目にキャパシティブクロスカップルを用いてい
る。整合回路はロードプルシミュレーションによって検討を行
い、0.8 dB/mmの低損失な伝送線路を用いて構成されている。
また短冊状のMIM キャパシタを並べた配線を低インピーダン
スな伝送線路としてモデリングした MIM TL をデカップリン
グキャパシタとして用いている。トランジスタのフィンガー当
たりのゲートの長さは 2 µmであり、最終段のトランジスタの
ゲートの長さは合計 80µmである。

3 測定結果
試作には 65 nm CMOSプロセスを用いた。図 2にチップ写

真を示す。チップサイズは 1.0×0.6mm2である。
電力利得と出力電力の測定結果を図 3と図 4にそれぞれ示

す。電力利得は 23.2 dB、1-dB利得圧縮点における出力電力
は 10.0 dBm、最大出力電力は 14.6 dBm、最大電力付加効率は
16.3 %である。電源電圧 1.2 V時の消費電力は 135 mWである。
これらの測定はプローブステーションを用いて行った。

4 まとめ
低損失な伝送線路とキャパシタクロスカップルを用いた高

効率な 60 GHz帯差動電力増幅器を試作し、電力利得 23.2 dB、
1-dB利得圧縮点における出力電力は 10.0 dBm、最大出力電力
14.6 dBm、最大電力付加効率 16.3 %の性能を確認した。特に
最大電力付加効率は世界最高性能を達成した。
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図 1 3段差動電力増幅器

図 2 チップ写真
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図 3 電力利得特性
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図 4 出力電力特性


